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２２

技
術
職
員
組
織
・
昇
格
・
資
格
手
当
支
給
等
実
態

調
査
の
集
約
報
告

２２

全
大
教
書
記
研
修
会
（
１
月
22
日
）
開
催

３３

論
壇

　

「
現
代
社
会
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
教
育
と
研
究
の
往
還
」

横
浜
市
立
大
学
国
際
教
養
学
部
教
授  

佐
藤
響
子

４４

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
「
開
か
れ
た
大
学
づ
く
り

　

組
合
主
催
の
公
開
学
習
の
と
り
く
み
」

・
茨
城
大
学
農
学
部
「
茨
城
大
学
農
学
部
労
働
組
合

　

組
織
に
つ
い
て
」

・
滋
賀
大
学
大
津
地
区

　

「
小
規
模
大
学
の
良
さ
と
厳
し
さ
」

　

中
央
教
育
審
議
会
は
、
急
速
な
少

子
化
が
進
行
す
る
中
で
の
将
来
社

会
を
見
据
え
た
高
等
教
育
の
在
り

方
に
つ
い
て
専
門
的
な
調
査
審
議

を
行
う
と
し
て
、
２
０
２
３
年
11
月

に
高
等
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る

特
別
部
会
を
設
置
し
議
論
し
て
き

ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
ま
で
に
14
回
開
催
さ

れ
て
き
た
特
別
部
会
で
の
議
論
の
中

心
は
、
少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
現

状
の
ま
ま
の
収
容
定
員
を
維
持
で
き

ず
、
そ
う
し
た
状
況
で
高
等
教
育
の

質
を
ど
う
や
っ
て
維
持
し
高
め
て
い

く
か
と
い
う
点
に
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
と
く
に
、
高
等
教
育
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
地
方
間
格
差
を
解
消
し
つ

つ
ど
の
よ
う
に
少
子
化
に
対
応
し
て

い
く
の
か
が
課
題
と
さ
れ
、
そ
の
た

め
に
地
方
の
高
等
教
育
機
関
間
の

連
携
や
統
合
、
地
方
に
お
い
て
高
等

教
育
機
関
・
研
究
機
関
に
と
ど
ま
ら

な
い
協
議
体
の
設
置
な
ど
が
必
要

と
さ
れ
ま
し
た
。
中
教
審
は
昨
年
12

月
に
答
申
案
を
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
付
し
ま
し
た
（
期

限
：
１
月
15
日
）。

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
、
１

月
10
日
に
特
別
部
会
に
意
見
書
を

送
付
す
る
と
と
も
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
へ
の
回
答
を
行
い
、
同
時
に

各
加
盟
組
合
へ
内
容
を
通
知
し
て

可
能
な
範
囲
で
の
意
見
提
出
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。（
中
執  
長
山
泰
秀
）

げ
、
期
末
手
当
勤
勉
手
当
を

各
０
．
０
５
か
月
分
引
き
上

げ
、
か
つ
引
き
上
げ
分
は
２

０
２
４
年
４
月
に
遡
及
実

施
等
が
提
案
さ
れ
合
意
し

ま
し
た
。
一
方
、
各
種
手
当

の
改
定
に
つ
い
て
は
、
２
０

１
４
年
に
月
例
給
２
％
引

き
下
げ
の
代
償
措
置
と
し
て

高
専
機
構
独
自
に
運
用
し

て
い
た
地
域
手
当
の
支
給

割
合
が
多
く
の
高
専
に
お
い

て
引
き
下
げ
改
定
と
な
る
こ

と
か
ら
、
慎
重
な
協
議
を
す

す
め
、
こ
れ
ま
で
の
改
定
に

容
で
あ
り
、
月
例
給
は
一
般

職
（
一
）
平
均
３
％
引
き
上

　

高
専
機
構
の
提
案
は
基

本
的
に
人
勧
と
同
様
の
内

お
い
て
２
０
１
４
年
の
水
準

よ
り
月
例
給
が
引
き
上
が
っ

て
い
る
こ
と
、
今
回
改
定
で

月
例
給
等
を
４
月
に
遡
及

支
給
す
る
事
を
踏
ま
え
、
人

勧
と
同
内
容
で
合
意
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

交
渉
の
中
で
、
月
例
給
の

引
き
上
げ
割
合
の
低
い
中

高
年
齢
層
に
お
い
て
は
、
扶

養
手
当
、
地
域
手
当
、
寒
冷

地
手
当
等
の
引
き
下
げ
に

該
当
す
る
環
境
が
重
な
っ
て

し
ま
う
と
、
月
給
総
額
が
減

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
人
勧
が
出
た

段
階
で
、
内
容
が
多
岐
に
渡

り
、
改
正
幅
も
大
き
い
こ
と

か
ら
事
前
協
議
を
行
い
、
10

月
と
11
月
の
２
回
に
渡
り

高
専
機
構
の
提
案
内
容
に

つ
い
て
確
認
を
進
め
た
後
に

団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
12
月
９
日
、

12
月
17
日
、
２
０
２
５
年
１

月
16
日
の
３
回
に
渡
り
高

専
機
構
本
部
と
団
体
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。

　

交
渉
議
題
は
機
構
本
部

よ
り
、
人
勧
を
踏
ま
え
た
給

与
の
改
定
、
育
児
介
護
休
業

法
改
正
の
対
応
、
旅
費
規
則

の
改
正
を
含
む
５
つ
が
提
案

　

育
児
介
護
休
業
法
改
正

の
対
応
に
お
い
て
は
、
高
専

機
構
は
元
々
法
令
を
上
回

っ
た
制
度
と
な
っ
て
お
り
、

法
改
正
に
合
わ
せ
た
拡
充

に
合
意
し
、
さ
ら
に
子
の
看

護
休
暇
の
取
得
要
件
で
あ

る
、
感
染
症
に
伴
う
学
級
閉

鎖
部
分
に
つ
い
て
は
、
感
染

症
に
加
え
自
然
災
害
等
の

学
級
閉
鎖
も
追
加
で
合
意

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
高
専
機
構
で
は
孫
の

看
護
休
暇
も
制
度
化
さ
れ

て
お
り
、
子
の
看
護
休
暇
か

ら
入
学
式
等
を
除
く
取
得

要
件
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

旅
費
規
則
改
定
に
お
い

て
は
、
国
家
公
務
員
に
準
拠

し
た
内
容
で
合
意
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
実
費
化
に
伴
い
領
収

書
等
の
証
拠
書
類
を
求
め
る

事
や
、
経
済
的
な
旅
費
の
比
較

な
ど
、
出
張
者
側
、
事
務
作
業

側
双
方
の
負
担
が
増
え
な
い
よ

う
運
用
上
の
配
慮
を
求
め
ま

し
た
。

　

高
専
機
構
に
お
い
て
は
全
国

に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
広
が
り
地
域

の
文
化
に
差
が
あ
る
な
ど
、
難

し
い
判
断
を
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
各
高
専
の
組
合
の
ご
意
見

を
機
構
本
部
へ
届
け
、
よ
り
一

層
の
労
働
条
件
改
善
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
高
専
協
議
会
幹
事

　
　
　
　
　

小
林
一
誠
）

学問の自由・大学自治の尊重に言及すべき

学生の学修環境の整備には、高等教育機関への基盤的
経費の財政支援が必要

研究力向上のためには、高等教育機関への基盤的経費の
確保により、雇用環境整備の促進が不可欠

DX、
必要不可欠な分野の縮小や廃止につながることのないよう
留意する必要がある

GX等の分野への転換が、知的な文化発展・継承に

地域において高等教育機関どうし、及び他機関との連携
を図る際の核は地方国立大学であり、十分な支援が必要

高専の国際展開は、高専にとってアドオンの機能であり
負担が生じている。追加支援が必要である

高等教育の漸進的無償化の方向性を明記するべき

以下の観点から意見を述べました
（全文は全大教 HP 掲載の意見書を御覧ください）

学生支援は、修学期間を通した安定的な経済支援を行うべき

額
に
な
る
教
職
員
が
い
る
こ
と

を
訴
え
現
給
保
障
を
要
求
し

ま
し
た
が
、
財
源
が
厳
し
い
と

の
回
答
で
、
そ
の
場
で
追
加
の

８
つ
の
要
求
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
勤
続
20
年
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
休
暇
お
よ
び
夏
季
休

暇
に
つ
い
て
、
２
０
２
５
年
４

月
か
ら
取
得
期
間
を
延
長
す

る
こ
と
等
で
合
意
し
、
他
の
提

案
は
労
使
に
お
い
て
検
討
・
協

議
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。


